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1. 平成27年3月期第1四半期の業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日）

（注）平成26年３月期第１四半期につきましては、四半期財務諸表を作成していないため、平成26年３月期第１四半期の数値及び平成26年３月期第１四半期 
の対前年同四半期増減率を記載しておりません。 

(2) 財政状態 

 

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 260 ― 46 ― 46 ― 31 ―
26年3月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 9.59 9.14
26年3月期第1四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第1四半期 2,338 1,935 82.8
26年3月期 2,355 1,953 82.9
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 1,935百万円 26年3月期 1,953百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
（注）平成27年３月期における配当予想額は未定であります。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） ― ― ― ―

3. 平成27年 3月期の業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 704 18.4 212 8.0 212 7.2 131 4.6 40.03
通期 1,485 26.7 471 14.3 471 18.8 292 14.6 88.98



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 3,287,100 株 26年3月期 3,287,100 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q ― 株 26年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 3,287,100 株 26年3月期1Q ― 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、財務諸表に対する四半
期レビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付書類Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、４月からの消費税増税に伴う駆け込み需要の反動減がみられたものの、

企業収益や雇用環境の改善などにより緩やかな回復基調が続いております。しかしながら、景気の動きと関係の深い生産

や輸出は足踏み状態が続いており、景気の先行きについては依然として不透明な状況にあります。 

 当社の属する情報システム分野においては、内閣府月例経済報告によりますとソフトウエア投資は緩やかに増加してお

ります。 

 このような状況のもと、当社の製品開発面では、「システムリスクとヒューマンリスク管理ソリューションの提供企

業」として、既存製品は、主にWindows８、Windows Server2012対応のバージョンアップと品質向上に努めております。

既存製品のクラウド化によるクラウドサービスの提供を平成27年１月に予定しており、開発を進めております。営業施策

面では、金融業界への深耕施策として地方銀行、主要信用金庫への営業活動を強化しております。その一環として当第１

四半期において株式会社しんきん情報サービス主催の「しんきんコミュニティフェア2014」にて金融機関への導入事例を

交えたセミナー講演を行うなど、新規顧客開拓を積極的に進めました。 

 以上の結果、当第１四半期累計期間における業績は、売上高は260,770千円となりました。営業利益は46,868千円、経

常利益は46,906千円、四半期純利益は31,536千円となりました。 

 なお、当社は企業や官公庁の基幹業務を担っている情報システムの運用管理、セキュリティ対策及び内部統制に資する

パッケージソフトウエア製品の開発・販売と当社製品の保守サポートサービス、製品導入に係るコンサルティングサービ

ス、及び当社製品を活用したSIO常駐サービスを提供する事業を展開しております。

 参考として当第１四半期累計期間における販売実績を区分ごとに記載いたします。 

 

    当第１四半期累計期間における区分別販売実績

 
区分の名称 

当第１四半期累計期間 
 （自 平成26年４月１日 
   至 平成26年６月30日） 

 

ライセンス 

                   （千円） 

88,946 

 

 

  うちESS REC（REC） 

       （千円） 
70,433 

 

 

  うちその他ライセンス 

       （千円） 
18,513 

 

保守サポートサービス 

                     （千円） 

135,066 

 

コンサルティングサービス 

            （千円） 

16,412 

 

SIO常駐サービス 

                     （千円） 

16,693 

 

その他 

                     （千円） 

3,650 

 

      合計    （千円） 
260,770 

 

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べ17,079千円減少し、2,338,893千円(前事業年度末比0.7％

減)となりました。主な増減科目は、現金及び預金の増加74,267千円、売掛金の減少72,483千円、ソフトウエアの減少

13,004千円であります。 

 負債合計は、前事業年度末に比べ690千円増加し、402,915千円(前事業年度末比0.2％増)となりました。主な増減科目
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は、未払法人税等の減少86,626千円、前受金の増加82,866千円であります。 

 純資産合計は、前事業年度末に比べ17,769千円減少し、1,935,978千円(前事業年度末比0.9％減)となりました。主な増

減科目は、剰余金の配当49,306千円の支払、当四半期純利益の計上31,536千円によるものであります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成26年５月８日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。

 なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の

業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。今後業績予想の数字に影響を及ぼす事態が生じた場合

は、すみやかに開示を行います。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,889,575 1,963,843 

売掛金 135,754 63,271 

その他 22,724 14,582 

流動資産合計 2,048,054 2,041,697 

固定資産    

有形固定資産 44,728 43,053 

無形固定資産 84,380 71,375 

投資その他の資産 178,808 182,767 

固定資産合計 307,918 297,196 

資産合計 2,355,973 2,338,893 

負債の部    

流動負債    

買掛金 4,029 5,958 

未払法人税等 100,018 13,392 

前受金 221,931 304,797 

その他 50,888 53,397 

流動負債合計 376,867 377,545 

固定負債    

資産除去債務 25,357 25,369 

固定負債合計 25,357 25,369 

負債合計 402,224 402,915 

純資産の部    

株主資本    

資本金 489,886 489,886 

資本剰余金 471,886 471,886 

利益剰余金 991,976 974,206 

株主資本合計 1,953,748 1,935,978 

純資産合計 1,953,748 1,935,978 

負債純資産合計 2,355,973 2,338,893 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

  （単位：千円） 

 
当第１四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

売上高 260,770 

売上原価 74,149 

売上総利益 186,621 

販売費及び一般管理費 139,753 

営業利益 46,868 

営業外収益  

受取利息 89 

営業外収益合計 89 

営業外費用  

雑損失 51 

営業外費用合計 51 

経常利益 46,906 

税引前四半期純利益 46,906 

法人税、住民税及び事業税 12,144 

法人税等調整額 3,225 

法人税等合計 15,369 

四半期純利益 31,536 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  当社は、パッケージソフトウエアの開発販売・保守サポートサービス事業の単一セグメントであるため、セグ

メントごとの記載を省略しております。
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